
​2026年　10月　5日​
​岡部株式会社​

​大引き梁側掛け金物「スラブダンドール」・梁型枠底部受具「ソコウケタイ」​
​の発売について​

​　建設関連製品事業や海洋事業等を展開する岡部株式会社（本社：東京都墨田区、代表取締役 社​
​長執行役員：河瀬博英 以下「当社」）は、2026年10月5日に型枠大工工事業者様の現場ニーズを​
​もとに開発した大引き梁側掛け金物『スラブダンドール』と梁型枠底部受具『ソコウケタイ』の​
​二製品を発売いたします。​

​　本製品は、昨今の建設業界における深刻な人手不足及び作業員の高齢化にともなう労務負担の​
​軽減を見据え、現場作業の生産性向上と資材の軽量化を追及した製品となります。​

​　スラブダンドール（以下「大引き梁金物」）は、スラブ床型枠を張る際の大引き梁の設置に用​
​いる大引き梁側掛け金物です。従来の施工方法では、2人／組で行っていた大引き梁の設置作業​
​を、大引き梁金物を大引き端部に取付けて梁側上部に預けることで、1人で大引き梁の設置作業を​
​行うことが可能となります。​

​　ソコウケタイ（以下「型枠受け金具」）は、壁付き梁の梁底型枠を受ける金具です。従来の施​
​工方法では、スラブ上部より梁の底部型枠を支持する際に重量のあるパイプサポートを利用して​
​いました。この施工方法に対して、型枠受け金具は、軽量かつ持ち運び易い形状を成し、型枠受​
​け金具を壁型枠の上端部に設置された横端太材に固定して、梁底型枠を支持します。​

​　当社は、今後も市場ニーズに応じた製品開発を推進し、さらなるカスタマー・セントリックを​
​一層強化し、現場の声やニーズを実現させるべく、安全性、省人化・省力化に資する技術の開発​
​に邁進してまいります。​

​※製品情報の詳細は、カタログでもご確認いただけます。ご不明な点は以下 担当部門にお問い合わせください。​
​【価格‧納期などのお問合せ】 岡部㈱ 営業推進グループ  TEL 03-3621-1611​

​　　　                    【技術的なお問合せ】                  岡部㈱ 技術開発本部         TEL 03-3624-6201​

​以上​

​　　　　　　　　　　　　　​
​　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　​

​　　　　　【スラブダンドール】　　　　　　　　　　　　　【ソコウケタイ】​



型枠作業の効率化を後押し！！

作業人数を
大幅に削減

レベル出しが
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大引き材を
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壁付き底型枠の
支持が可能

外端太(横端太)に
簡単取付け
固定が可能

上下の調整が
工具で簡単

底型枠に
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●最小使用時 ●最大使用時

本カタログ中に表示する「フォームタイ」は岡部株式会社の登録商標です。
本カタログに掲載されている仕様、規格等は改良のため予告なく変更することがあります。
なお、カタログの制作には慎重を期しておりますが、誤字・脱字等に生じた損害については、責任を負いかねますのでご了承ください。

2609・2609・2609Ｕ・00

本製品に問題が生じた場合には、下記の免責事項をふまえた上で
対応させていただきます。
●本カタログに記載した注意事項が行われずに発生した不具合。
●本カタログに記載した事項に反した施工が行われた不具合。
●本カタログに記載する使用目的以外の使用による不具合。
●施工業者による施工、取扱いに起因する不具合。
●引渡し後、製造・仕様・性能の改変を行い、これに起因する不具合。
●開発、製造、販売時に通常予測される環境等の条件以外における
  使用、保管、輸送等に起因する不具合。

! 免責事項! 注意事項

●特約店・取扱店

〒131ｰ8505 東京都墨田区押上2ｰ8ｰ2
TEL 03ｰ3621ｰ1611 FAX 03ｰ3621ｰ1616
https://www.okabe.co.jp

☎082（254）4811
☎086（273）5672
☎083（902）1452
☎0853（24）9856
☎087（841）0023
☎092（624）5871
☎092（624）5886
☎097（547）8861

中四国支店
　広島営業部
　岡山営業部
　山口営業部
　山陰営業部
　四国営業部
九州支店
　福岡営業部
　大分営業部

☎095（882）8282
☎092（624）5873
☎0985（29）4965
☎099（812）8380
☎098（856）2700

　長崎営業部
　熊本営業部
　宮崎営業部
　鹿児島営業部
沖縄支店

北海道支店
東北支店
　仙台営業部
　盛岡営業部
東京支店
　東京営業部
　横浜営業部
　千葉営業部
　北関東営業部

☎011（873）7201

☎022（288）7161
☎019（606）3780
☎03（3623）6441
☎03（3623）8181
☎045（651）1741
☎043（290）0150
☎0480（25）5656

☎025（287）7711
☎026（217）2445
☎03（5637）7196

☎0568（71）6321
☎054（204）2050
☎076（238）7353

☎06（6339）9001
☎06（6339）9001

　信越営業部
　　長野営業所
　特販営業部
名古屋支店
　名古屋営業部
　静岡営業部
　北陸営業部
関西支店
　大阪兵庫営業部
　京滋営業部

スラブダンドールを使用する際には、下記の事項に注意してください。
●大引き材の端部に欠けや割れがない事を確認して挿入し、締付ハンドルにて確実に締め
付けてください。また、必要に応じて釘で固定してください。

●梁側上部にスラブダンドールを掛けた際、外れない事を確認してください。なお、掛ける
向きを間違えない様に注意してください。

●使用目的以外、また、サイズ違いの大引き材は使用しないでください。

ソコウケタイを使用する際には、下記の事項に注意してください。
●ソコウケタイをフォームタイに固定する場合は、ナットを確実に締め付けてください。
●ソコウケタイは、変形、破損していない外端太(横端太)に確実に取り付けてください。
●ソコウケタイの調整範囲および許容荷重範囲内にてご使用ください。

壁付梁の場合、壁に隣接している支保工については、せき板と同様に取り扱い、
所要圧縮強度F0=5N/mm2で取り外してよいが、一部開口部がある場合には、
その直下の梁支保工は、一般の梁部材と同様の扱いを受ける。
（一社）日本建築学会『JASS 5 鉄筋コンクリート工事標準仕様書（2022年版）』
9.10 型枠の存置期間より抜粋

●底型枠長さ：100～180mm(調整範囲80mm)
●底型枠から上段セパ高さ：250～300mm(調整範囲50mm)
外端太(横端太)取付けピッチ：600（基本)～900mm

製品仕様 製品仕様

施工方法

形状寸法

タイプ
48.6用
60-90用
60-60用

単位質量(kg)

1.2
1.3
1.1

適用根太材
桟木・丸パイプ(Φ48.6)

桟木・角パイプ(60角)

適用大引き材

90角

角パイプ(60角)

❶スラブダンドール側の大引き材を梁側上部に乗せる。

❷反対側の大引き材を持ち上げて脚立等に仮置きする。

❸大引き材を持ち上げ、パイプサポートを設置、調整する。

60-90用 60-60用48.6用

スラブダンドール詳細 ソコウケタイ詳細
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※その他サイズは、受注生産になります。

スラブ
ダンドール側の
大引き材を
梁側上部に
乗せる

反対側の大引き材を持ち上げる

パイプサポートを立て掛けておく

パイプサポートの設置・調整

タイプ
48.6用
50用
60用

適用バタ
Φ48.6
50角
60角

許容荷重

1.0kN(100kgf)

単位質量(kg)

1.2
1.3
1.3
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底

❶フォームタイに取付け ❷高さ調整

フォーム
タイ

④
調整
ナット
にて
高さ
調整①

ナット
緩める
ソコウケタイ

③
ナット
締付け

②大きい穴に
　フォームタイを入れ、下にずらす。

外端太
内端太

適用範囲
250～
300：
丸パイプ
の場合

施工方法

使用範囲

型枠の存置期間
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100以上 180以下型枠底部受金具
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＠600(基本取り付けピッチ)～@900以下
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